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お
お

み

ど
う

鳥
取
。大
御
堂
廃
寺

ズ
米
も

１
　
所
在
地

２
　
調
査
期
間

発
掘
機
関

調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類

遺
跡
の
年
代

鳥
取
県
倉
吉
市
駄
経
寺
町
二
丁
目

一　
第
三
次
調
査
　
一
九
九
八
年

（平
１０
）
七
月
―

一
九

九
九
年
二
月

一
一　
第
四
次
調
査
　
一
九
九
九
年
七
月
―
二
〇
〇
〇
年
三

月

倉
吉
市
教
育
委
員
会

根
鈴
智
津
子

・
加
藤
誠
司

・
岡
平
拓
也

寺
院
跡

七
世
紀
後
半
―

一
一
世
紀
、
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

の
概
要

遺
跡
は
日
本
海
へ
注
ぐ
天
神

川
と
そ
の
支
流
小
鴨
川
に
挟
ま

れ
た
、
標
高

一
六
ｍ
の
沖
積
平

野
に
立
地
す
る
。
こ
れ
ま
で
の

∋

調
査
に
よ
り
、
墨
書
土
器
か
ら
、

倉

郡
名

「久
米
郡
」
を
負
う

「久

く

米
寺
」
と
称
さ
れ
た
寺
院
で
あ

っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
寺
域
は
東
西
を
築
地
塀
で
画
し
、
そ
の
心
々
距

離
は
約

一
三
五
ｍ
、
南
北
は
二
〇
〇
ｍ
以
上
と
推
定
さ
れ
る
。
伽
藍
配
置
は
観

世
音
寺
式
で
、
埠
仏

・
銅
製
匙

。
銅
製
獣
頭
等
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

本
格
的
寺
院
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

一　
第
三
次
調
査

西
築
地
塀
を
推
定
し
た
調
査
区
で
、
旧
河
道
の
中
世
層
か
ら
木
製
品
と
と
も

に
転
読
札
が
出
土
し
た
。

一
一　
第
四
次
調
査

出
土
木
簡
は
、
本
誌
第
二
〇
号
所
載
の
香
付
を
付
し
た
木
樋
に
接
続
す
る
、

溜
枡
Ｓ
Ｅ
〇

一
の
部
材
と
、
溜
枡
内
出
土
の
木
簡
で
あ
る
。
溜
枡
は
、
中
心
伽

藍
の
北
西
部
に
位
置
し
、
西
築
地
塀
か
ら
約
二
〇
ｍ
、
本
樋
取
水
日
か
ら
は
直

線
距
離
九
六
ｍ
の
地
点
に
設
置
さ
れ
、
規
模
は
内
法
約

一
ｍ
四
方
、
構
造
は
方

形
横
板
組
隅
柱
留
で
あ
る
。
そ
の
部
材
に
番
号
を
記
し
た
墨
書
が
あ
り
、
枠
板

一
枚

一
カ
所
、
隅
柱
三
本
五
カ
所
、
土
居
桁
二
本
ニ
カ
所
の
計
八
カ
所
に
確
認

さ
れ
た
。
方
位
を

一
、
二
字
記
す
も
の
で
、
実
際
の
設
置
方
位
と
は
九
〇
度
西

に
振

っ
て
い
る
。
材
質
は
、
木
樋

。
溜
枡
と
も
杉
材
で
あ
る
。
枠
板
の
年
輪
年

代
の
測
定
か
ら
、
木
材
の
伐
採
時
期
は
西
暦
六
六
三
年
十
約
五
〇
年
と
の
結
果

が
得
ら
れ
た
。

木
簡
が
出
土
し
た
溜
枡
内
下
層
に
は
、
木
製
祭
祀
具

（人
形
一
・
馬
形
一
・
斎

串
〓
一な
ど
▼

山
物

・
匙

・
建
築
部
材
な
ど
多
量
の
木
製
品
の
他
、
モ
モ

・
ウ

メ
な
ど
の
種
子
類
や
植
物
遺
体
が
遺
存
し
、
出
土
土
器
は
七
世
紀
後
半
―
八
世



紀
前
半
の
も
の
を
含
ん
で
い
た
。
大
掛
か
り
な
施
設
で
あ
り
な
が
ら
、
比
較
的

短
期
間
の
う
ち
に
使
用
不
能
と
な
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
赤
外
線
テ
レ
ビ

カ
メ
ラ
装
置
で
墨
痕
の
認
め
ら
れ
た
木
簡
は
、
削
暦
三
点
と
判
読
不
能
の
断
片

六
点
を
含
め
て

一
一
点
で
あ
る
。
墨
痕
の
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
木
簡
状
木
製
品

も
二
点
あ
る
。
他
の
文
字
資
料
と
し
て
は
、
溜
枡
掘
形
か
ら

「久
寺
」
と
刻
印

し
た
須
恵
器
杯
片
が
二
点
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
第
二
次
調
査

ω

　

「
Ｘ
奉
転
読
大
般
若
経
十
六
善
神
王
皆
来
守
護
門
所
也
」

∽
Φ
∞
×
枷
釦
×
Ｐ
ｏ
　
ｏ
滓
Ｐ

完
形
だ
が
、
墨
は
殆
ど
消
失
し
痕
跡
が
盛
り
上
が
っ
た
状
態
で
あ
る
。
十
六

善
神
は
大
股
若
経
の
守
護
神
で
あ
る
。

一
一　
第
四
次
調
査

溜
枡
部
材

ω
　
　
「東
生

」
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板
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×
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ω
　
。
。
南
」
　
　
（溜
枡
南
東
隅
柱
東
面
）

。
西

南

」
　

　

（
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南

面
）
　

　

　

（Φ
じ
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∞
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ｏ
２

働

　

　

「
南

」
　

　

（
土
居
桁

北

辺
）
　

　

　

　

　

　

　

Ｐ
Ｎ
伽
泉

Ｐ
釦
買

牌圏

畠
μ

⑥

　

　

「
□

西

」

　

（
土

居

桁

南

辺

）
　

　

　

　

　

　

　

Ｐ
伽
∞
ｏ
溢

”
〇
迷

Ｏ

ａ

牌

溜
枡
内
出
土

。
　
。
「
ｏ
一一一日
艶
酢

。「。　一方十伽り弾甘市甘て　　　　　　　　　　　　　　　　　ＧΦ）×トド×∞　ｏμΦ

〔僧
力
〕

①
　
・

□
四

・
　

　

　

聞
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

益
雙
∞
ｏ留

ω
ｌ
⑤
は
赤
外
線
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
に
よ
る
判
読
を
行
な
っ
て
い
な
い
。
い
東

面
は
五
伽
大
の
文
字
に
対
し
て
小
さ
め
の
九
を
右
上
に
付
し
た
も
の
。
０
０
と

も
に
墨
痕
は
明
瞭
。
０
は
付
札
木
簡
。
縦
に
三
分
割
し
て
い
る
。
③
は
上
下
端

を
折
損
。
幅
を
狭
め
て
再
利
用
さ
れ
た
木
簡
。
削
り
残
り
の
墨
痕
が
認
め
ら
れ

２つ
。な

お
、
木
簡

・
転
読
札
の
釈
読
な
ど
に
際
し
て
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究

所
の
舘
野
和
己
氏
か
ら
ご
教
示
を
得
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（根
鈴
智
津
子
）
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μ

木
　
簡
　
研
　
究
　
第

一
人
号

巻
頭
言
―
簡
積
研
究
の
今
昔
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本ヽ

田
　
英

正

一
九
九
五
年
出
上
の
木
簡

概
要
　
平
城
宮
跡
　
平
城
京
跡
左
京
三
条

一
坊
十
五
坪
　
平
城
京
跡
　
皿
（福
寺

旧
境
内
　
大
乗
院
庭
園
　
藤
原
宮
跡
　
藤
原
京
跡
　
飛
鳥
京
跡
　
長
岡
宮
跡

長
岡
京
跡
ω
　
長
岡
京
跡
②
　
平
安
宮
内
酒
殿

・
釜
所

・
侍
従
所
跡
　
大
坂
城

跡
　
大
坂
城
下
町
跡
　
森
の
宮
遺
跡
　
長
原
遺
跡
　
四
天
王
寺
旧
境
内
遺
跡

長
曽
根
遺
跡
　
入
佐
川
遺
跡
　
宮
内
堀
脇
遺
跡
　
祢
布
ヶ
森
遺
跡
　
香
住
ヱ
ノ

田
遺
跡
　
神
戸
大
学
医
学
部
附
属
病
院
構
内
遺
跡
　
大
毛
池
田
遺
跡
　
駿
府
城

三
の
九
跡
　
駿
府
城
跡
　
御
所
之
内
遺
跡
　
韮
山
反
射
炉
　
大
師
東
丹
保
遺
跡

甲
府
城
関
係
遺
跡
　
居
村
Ｂ
遺
跡
　
北
条
小
町
邸
跡
　
宮
町
遺
跡
　
南
滋
賀
遺

跡
　
西
河
原
森
ノ
内
遺
跡
　
屋
代
遺
跡
群
　
大
猿
田
遺
跡
　
山
王
遺
跡
　
市
川

橋
遺
跡
　
大
日
南
遺
跡
　
志
羅
山
遺
跡
　
西
太
郎
丸
遺
跡
　
磯
部
カ
ン
ダ
遺
跡

横
江
荘
遺
跡
　
加
茂
遺
跡
　
豊
田
大
塚
遺
跡
　
宮
町
遺
跡
　
五
社
遺
跡
　
寺
町

遺
跡
　
佐
渡
金
山
遺
跡
佐
渡
奉
行
所
跡
　
桂
見
遺
跡
　
岩
吉
遺
跡
　
米
子
城
跡

八
遺
跡
　
山
崎

一
号
遺
跡
　
長
登
銅
山
跡
　
小
倉
城
跡
　
大
宰
府
条
坊
跡
　
呉

服
町
遺
跡
　
松
崎
遺
跡
　
下
林
遺
跡
Ⅳ
区
　
昌
明
寺
遺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡

（
一
人
）

塩
田
城
跡

ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
白
樺
文
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｂ
・Л
・ヤ
ニ
ン

長
屋
王
家
木
簡
三
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
　
公

章

算
木
と
古
代
実
務
官
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴

木
　
三八
二

書
評
　
沖
森
卓
也

。
佐
藤
信
著

『上
代
木
簡
資
料
集
成
』
　
　
　
大

隅
　
清

陽

彙
報

頒
価
　
五
五
〇
〇
円
　
送
料
六
〇
〇
円
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